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1 断　　る Refuse
2 減　　量 Reduce
3 何度も使う Reuse
4 返　　す Return
5 分別徹底 Recycle

利便性よりも未来環境
ごみゼロ社会をめざそう
5つのRで始まるキーワード

リフューズ

リデュース

リユース

リターン

リサイクル
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今
号
の
主
な
内
容

● 雨の日のごみの出し方、粗大ごみの出し方など ……………………………………２・３面

● 生ごみ減らそう ! 活かそう ! 大作戦 ! ………………………………………………４・５面

● クリーンセンターの建て替え・可燃ごみ処理の広域連携について…………… ６・７面

● 容器包装お返し大作戦 ! にご協力ください ……………………………………………８面

　毎年好評の「夏休
みごみ探検隊」が
7/25～27、8/16
～ 1 8 に開催され
186人が参加しまし
た。普段入ることが
できないクリーンセ
ンターで、日野市のごみがどのよう
に処理されるかを勉強したり、クイ
ズラリーでは当選者へ「ごみ減量啓
発戦士ごみゼロマンレッド・ヴェル
ディ」や「エコアラ・エコクマ」か
ら素敵なプレゼントもあり、参加し
た子供たちは大喜びでした。

　8/24、夏休みごみ探検隊参加者
を対象に日野市で処理されたごみ
が最後に運ばれる場所である二ツ
塚処分場（日の出町）の見学会を
実施しました。
　探検隊で学んだ焼却灰からエコ
セメントをつくる工場や残った不
燃ごみを埋め立てる場
所、また、すでに埋め
立てが完了した谷戸沢
処分場を見学し、子供
たちは改めてごみ減量
の大切さを学んだよう
でした。

この情報誌「エコー」は、環境（Environment）と協力（Cooperation）の頭文字が皆さんのもとへ響き、それが大きな反響となって広がっていくことを願って名づけました。
また、題字には、ごみがどんどん減っていき、最終的には 0「ゼロ」に近づけて欲しい、という思いも込められています。皆さんのご意見、ご感想をお寄せください。

「容器包装お返し大作戦！」は、お店が販
売した品物のペットボトルやトレー、牛乳
パックなどの容器包装を買ったお店に返し
ていただき、将来的にごみになるものを家
庭に持ち込まないことで、ごみの発生回避
を図ろうという取り組みです。
　また、販売者・生産者も責任を持って処
理をしていただくことで拡大生産者責任を
追及し簡易包装を促していきます。
　各スーパーの店頭回収品目・お返しの際
のルールについては「ごみ・資源分別カレ
ンダー」の27ページを御覧ください。

容器包装お返し大作戦！
にご協力ください

夏休みごみ探検隊を実施しました

最終処分場見学会（三多摩は一つなり
交流事業）も実施しました

お返しの際はルール・
マナーを守って！

　各店舗の返却ボックスは、ごみ箱
ではありません。
　せっかく回収した資源物の中にご
みや飲み残しなどの不純物が少しで
も混入すると、資源化できずに全て
がごみとなってしまいます。
　「ごみ・資源分別カレンダー」27
ページに記載されたルールを守り、
ごみは捨てないようルール・マナー
を守ってお返しくださいますよう、
ご協力をお願いします。

　不燃ごみのほとんどを占めるプラスチック製品、そのうち代表的なものが「レジ袋」です。
　レジ袋はさまざまな使い道があり大変便利ですが、たくさん取っておいても結局使われ
ずに何年も前の物がしまわれているということもよくあります。大掃除の時などに「思い
切って捨てちゃおう！」ということになると、結局ごみになってしまいます。
　そこで日野市では、最終的にごみになるものを家庭に持ち込まない（ごみの発生回避）
という観点から、お買い物の際にマイバッグを持参し、レジ袋を断るということを推奨し
ています。
　また、毎年5月・10月はマイバッグ持参強化月間として、各スーパーでの出口調査や店
内放送で、マイバッグの持参をお願いしています。
　おかげさまでマイバッグ持参率は徐々に増えつつありますが、マイバッグを持参しても
レジ袋をもらっている方も見受けられます。
　ぜひ「買い物は　行き（お返し容器を入れる）も帰り（買った品物を入れる）も　マイ
バッグ」「マイバッグ　使って断る　レジ袋」にご協力ください。

お買い物の際はマイバッグを持参!
レジ袋を断りましょう

▲ごみゼロマン レッド

「エコー」は市　でもご覧いただけます。公共施設にも置いてあります。HP




